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地
域
林
圭
の
活
性
化
･
国
有
林
野
事
圭
の
再
建
と
林
婁
労
助
力
確
保
の
た
め
の
意
蔦
雷
に
つ
ポ
て

l

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
,
別
銃
の
と
お
り
内
閣
捻
理
大
臣
'
農
林
水
産
大
臣
､
林
野
庁
長
官
'
大
蔵
大
臣
､

自
治
大
臣
､
建
設
大
臣
'
労
働
大
臣
'
国
土
庁
長
官
'
通
産
大
臣
に
意
見
書
を
提
出
す
る
｡

昭
和
六
十
一
年
三
月
二
十
二
日
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者
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成
者

賓
成
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朝
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銭
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三
朝
町
議
会
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長

三
薪
町
議
会
議
長

三
朝
町
議
会
我
見

昭
和
六
至
芸
月
せ
弐
日
　
原
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決

三
朝
町
統
合
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名
鑑
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由
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地
域
林
圭
の
活
性
化
･
国
有
林
野
事
圭
の
再
建
と
林
業
労
助
力
確
保
の
た
め
の
意
見
書

わ

が

国

の

森

林

･

林

産

業

は

衰

退

の

1

達

を

た

ど

り

,

山

村

で

は

過

疎

化

に

よ

る

労

徽

力

の

沈

失

､

高

齢
化
が
進
む
な
か
で
森
林
責
務
の
保
全
･
管
理
換
能
が
低
↑
し
､
森
林
の
公
益
的
織
能
を
勇
め
る
と
と
も

に
山
村
地
域
の
社
会
･
経
済
を
危
機
に
お
と
し
い
れ
て
お
り
,
加
え
て
,
国
有
林
野
事
圭
の
経
営
轟
化
と

事
妾
結
城
は
国
有
林
の
荒
廉
を
進
め
る
と
と
も
に
地
元
束
用
を
削
減
し
,
遇
疎
化
を
促
進
す
る
な
ど
山
村

地
域
の
社
会
･
経
済
の
危
機
を
助
長
し
て
い
ま
す
｡

今

,

国

有

林

･

民

有

林

と

も

に

森

林

兼

寿

の

造

成

過

程

に

あ

る

こ

と

か

ら

'

森

林

の

保

護

育

成

の

た

め

の

継

続

的

投

資

が

必

要

と

な

っ

て

い

ま

す

が

,

深

刻

な

林

婁

不

振

に

よ

っ

て

こ

の

こ

と

は

困

難

の

極

み

と

な

っ

　

て

い

ま

す

｡

し

か

し

森

林

の

持

つ

公

益

的

機

能

の

#

持

は

,

回

民

生

宿

に

と

っ

て

欠

-

こ

と

の

で

き

な

い

も

の

で

あ

り
,
地
域
林
圭
の
活
性
化
と
国
有
林
野
事
圭
の
再
建
に
よ
る
森
林
の
充
実
の
た
め
の
国
の
援
助
が
求
め
ら

れ

て

い

ま

す

｡

以
上
の
立
場
か
ら
,
地
域
珠
美
の
活
性
化
･
国
有
林
野
事
業
の
再
建
と
林
兼
労
鴨
力
確
保
の
た
め
の
国

の
政
策
と
し
て
六
十
二
年
ま
予
算
策
定
に
お
い
て
左
記
事
項
の
実
茸
を
強
-
要
拝
い
た
し
ま
す
｡

己

1
,
外
材
主
導
の
木
材
需
給
構
造
を
抜
本
的
に
改
め
,
峯
材
･
木
製
品
の
輸
入
規
制
を
は
じ
め
､
政
帝
同

協
定
に
よ
る
外
材
の
輸
入
綱
垂
と
木
材
備
蓄
機
構
の
改
善
を
含
む
木
材
価
格
安
定
策
お
よ
び
木
材
漁
連

機
構
の
抜
本
的
見
直
し
,
開
放
材
の
利
用
開
発
､
土
地
政
策
と
金
融
対
策
の
充
実
に
よ
る
木
造
住
宅
建



設
促
進
'
公
的
助
成
事
圭
に
お
け
る
国
産
材
の
蔑
極
的
活
用
な
ど
の
国
産
材
の
需
要
拡
大
施
策
を
推
進

す

る

こ

と

｡

二
㌧
　
地
域
林
兼
振
興
を
捻
合
的
に
推
進
す
る
た
め
の
市
町
村
を
単
位
と
す
る
森
林
･
林
圭
･
林
産
圭
砲
手

休
耕
確
立
と
地
域
坂
井
軒
膏
の
樹
立
､
林
圭
生
産
の
担
い
手
　
(
労
鴨
カ
)
　
対
策
､
地
域
雇
用
創
出
な
ど

二
九
的
に
山
村
振
興
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
立
法
播
著
を
講
じ
る
こ
と
｡

三
㌧
　
林
圭
労
鼻
音
の
雇
用
安
定
'
雇
用
条
件
'
処
遇
'
労
働
条
件
を
抜
本
的
に
あ
ら
た
め
'
地
元
で
の
安

定
就
労
と
長
期
か
つ
軒
善
的
森
林
責
轟
の
#
持
培
養
･
適
正
な
管
理
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
林
養
労

鴨
者
の
保
護
･
育
成
を
目
的
と
す
る
立
法
措
置
を
早
急
に
錬
じ
る
こ
と
｡

四

､

地

域

林

圭

･

経

済

に

津

い

か

か

わ

り

を

持

つ

国

有

林

野

事

業

に

つ

い

て

'

そ

の

使

命

を

ま

っ

と

う

さ

せ

る

た

め

に

国

に

よ

る

長

耕

借

り

入

れ

金

の

利

子

補

給

､

公

益

機

能

尭

津

の

た

め

の

事

業

へ

の

一

浪

会

計
資
金
の
導
入
な
ど
に
よ
り
早
急
に
財
政
再
建
を
行
う
と
と
も
に
､
森
林
管
理
と
事
兼
の
拡
充
に
必
要

な
機
構
の
充
実
､
地
元
雇
用
を
中
心
と
す
る
要
点
の
確
保
を
行
う
こ
と
｡

以
上
'
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
弟
二
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
｡

昭
和
六
十
一
年
三
月
二
十
二
日
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